
周囲の人々に支えられ、独立

岡安　まずは、社長が社会に出られてか

らの歩みを聞かせて頂けますか？

佐々木　工作することが好きだったこと

と、恩師からの推薦もあり、社会人の第

一歩としてまず、ものづくりをする会社

に入社しました。   工場のオートメー

ション化のため、回路設計やプログラミ

ングといった仕事に従事していました。

岡安　製造するためのものを製造するわ

けですから、技術立国としては欠かせな

いポジションを担っていたわけですね。

佐々木　しかしある朝、会社で学べるこ

との限界を感じ、このまま会社勤めを続

けていても自分自身のスキルアップはこ

れ以上期待できないと感じました。その

翌日より出社を拒否し、自主退社に向け

て会社との交渉が始まりました。

　しばらくして会社を飛び出した私は工

場内で仕事をしていた反動から、人間と

接する機会の多いスポーツクラブのイン

ストラクターとして働き始めたのです。

岡安　方向性としては正反対の仕事を選

ばれましたね。その期間はどれくらい続

いたのですか？

佐々木　マシントレーナーとして約 1年

半勤めました。エアロビクスなどを通じ

て身体の仕組みなどを勉強できたことは

生涯、役に立ちますね（笑）。

　その頃、前職で付き合いのあった方よ

り連絡があり、「設計を手伝ってほしい」

と声を掛けて頂き、それをきっかけに以

前の業界に戻ることになりました。多く
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代表取締役社長

佐々木 文彦
東京都出身。学業修了後、省力化装置・自動車
部品を製造販売する会社に就職する。その後、
新たな環境に身を置いて自分を成長させたいと
の考えから退職。スポーツクラブのインストラ
クターを経て、1990 年に独立、製造設備の自動
化・省力化におけるシステム開発を手がけ始め
る。2000 年に法人化、さらに 2009 年には（株）
佐々木設計と改組し、現在に至る。

「自分の家族同様にお客様を幸せにしたい」
それが、佐々木設計の願いです。
創業時から、約 10 年周期で組織を変革してきた佐々木氏。個人事業から有限会社へ、そし
て株式会社への改組を経験し、次に目指すは後身の育成だ。伝えるものはノウハウや技術
だけではない。顧客に対して満足・幸福をもたらしたいという想いも、一緒に伝えたいと
考えている。
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の方々に助けられ、1990 年に個人事業

主としてスタート。久しぶりの業界復帰

ということで、とにかく制御設計という

仕事に打ち込んだのです。この頃から、

今の仕事が天職なのかもしれないと感じ

始めました。

岡安　人との繋がり、そして多くの助け

があっての再スタートだったんですね。

佐々木　そのことに対する感謝の気持ち

は、なかなか言葉では言い表せないくら

いに大きいですね。仕事がなく将来に不

安を感じることも何度となくありました

が、「是非お願いしたい」というお客様

からの電話が鳴ったことは一度や二度で

はありません。

岡安　そのようなことに対し、恩返しを

したいという気持ちも大きな原動力に

なっているのでしょう。ところで個人事

業として独立後、手がけられた事業内容

というのは？

佐々木　製造設備の自動化・省力化にお

けるシステム開発です。ソフトウェアの

開発だけでなく制御システムのハード設

計・制作。制御に関することなら、どの

ような案件でも無我夢中で取り組みまし

た。使う人の立場で設計することが、楽

しくて仕方のない時期でもありました。

法人化という第二のステップ

岡安　個人事業としての独立が 1990 年。

その 10 年後に法人化を果たしていらっ

しゃいますね。

佐々木　しばらくして弟が手伝ってくれ

るようになり、2人で仕事をしていまし

た。兄弟で行っている会社として、ユ

ニークだと言って頂いたお客様がいたこ

とを、今でもよく覚えています。そして、

だんだんと仕事量が増えてきたのを機に

2000 年 11 月、（有）佐々木設計として

法人化したのです。

岡安　「経営者」という立場については

いかがですか？

佐々木　全ての責任を負わないといけな

いので、大きなプレッシャーはあります。

ただ、この立場になってからも現場第一

線ですから、あまり経営者らしくないか

もしれませんね（笑）。でも、それだけ

の面白さが現場にはあって、クライアン

トのことを考えながら開発を進め、鉄の

塊に血が通ったかのごとく機械が動いた

ときの征服感と、クライアントの満足げ

な表情を見るというのは、何ものにも代

えがたい至福の瞬間ですね。

岡安　会社の舵取りだけで終わらないと

いうのは、顧客にとって大きなことだと

思います。これも 1つの特徴ですね。会

社を取り巻く環境はどうですか？

佐々木　同業他社も存在しますので、会

社としての個性はかなり重要だと考えて

います。ナンバーワンよりもオンリーワ

ンを推し進め、徹底的に使いやすさ、親

切さを極めて、ひと味違うという個性を

目指しています。カタログやプレゼン資

料、それ以外の面でも「違い」を大切に

すること。その結果として業界のイメー

ジアップに繋がり、若い世代がものづく

りに興味を持ってもらえたら、我々とし

ても非常に嬉しいですね。この業界は、

華やかさこそありませんが、世界中で

人々の暮らしを支えている技術でありま

す。そんな素晴らしい魅力を広く伝えて

いけたらと思っています。

岡安　では、最後になりますが、今後の

ビジョンについて伺えますか？

佐々木　「株式会社」に改組したのが

2009 年のことでしたが、数年前より後

継者育成に力を注いでおります。経営者

が交代してもお客様への想い、仕事に対

する想い、家族に対する想い、基本的な

ことは変わりが無いようにしたいです

ね。そのスタンスを崩さず、結果を出す

ことに執着したいと考えています。

　これまでに培ったノウハウや知識を伝

えるために、講演会や勉強会を開催して

いるのですが、それをきっかけに新しい

展開が始まりかけています。尊敬できる

両親と兄弟、そして愛して止まない家族

と仲間に恵まれたこの幸せを、後輩育成

という形で恩返ししたい気持ちです。

▲ 展示会にも出展したという、佐々木設計の想いが
込められたポスター

カンパニータンク2011年5月号掲載記事



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




